
東

京

都

北

区

保

健

所

長

委

任

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

七

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

九

号

東

京

都

北

区

保

健

所

長

委

任

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

保

健

所

長

委

任

規

則

（

昭

和

五

十

年

四

月

東

京

都

北

区

規

則

第

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

第

三

十

三

号

の

二

の

ヌ

及

び

ル

中

「

第

二

項

」

を

削

り

、

「

に

よ

る

」

の

下

に

「

提

出

書

及

び

」

を

加

え

、

同

号

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

ヲ

省

令

第

十

六

条

の

三

の

規

定

に

よ

る

届

出

の

受

理

ワ

省

令

第

十

六

条

の

四

の

規

定

に

よ

る

返

納

鑑

札

の

受

理

カ

省

令

第

十

六

条

の

五

の

規

定

に

よ

る

通

知

ヨ

省

令

第

十

六

条

の

六

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

原

簿

の

送

付

第

一

条

第

三

十

三

号

の

二

の

次

に

次

の

一

号

を

加

え

る

。

三

十

三

の

三

動

物

の

愛

護

及

び

管

理

に

関

す

る

法

律

（

昭

和

四

十

八

年

法

律

第

百

五

号

）

第

三

十

九

条

の

七

第

五

項

及

び

第

六

項

の

規

定

に

よ

る

届

出

の

受

理

及

び

鑑

札

の

交

付

第

二

条

中

「

第

三

十

三

号

の

二

」

の

下

に

「

、

第

三

十

三

号

の

三

」

を

加

え

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

廃

棄

物

の

処

理

及

び

再

利

用

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。令

和

四

年

六

月

八

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

号

東

京

都

北

区

廃

棄

物

の

処

理

及

び

再

利

用

に

関

す

る

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

廃

棄

物

の

処

理

及

び

再

利

用

に

関

す

る

規

則

（

平

成

十

二

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

中

備

考

三

を

備

考

四

と

し

、

備

考

二

を

備

考

三

と

し

、

備

考

一

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

二

占

有

者

が

粗

大

ご

み

を

区

長

が

指

定

す

る

施

設

に

持

ち

込

む

場

合

に

お

け

る

こ

の

表

の

規

定

の

適

用

に

つ

い

て

は

、

同

表

中

「

四

百

円

」

と

あ

る

の

は

「

二

百

円

」

と

、

「

「

八

百

円

と

あ

る

の

は

四

百

円

と

、

「

千

二

百

円

」

と

あ

る

の

は

「

六

百

円

」

」

」

と

、

「

二

千

円

」

と

あ

る

の

は

「

千

円

」

と

、

「

二

千

八

百

円

」

と

あ

る

の

は

「

千

四

百

円

」

と

す

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

十

月

三

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

一

号

東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

（

昭

和

五

十

九

年

七

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

一

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

二

条

第

四

項

第

四

号

中

「

建

築

後

二

十

五

年

超

（

当

該

家

屋

が

耐

火

建

築

物

（

登

記

記

録

に

記

録

さ

れ

た

当

該

家

屋

の

構

造

が

石

造

、

れ

ん

が

造

、

コ

ン

ク

リ

ー

ト

ブ

ロ

ッ

ク

造

、

鉄

骨

造

、

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

又

は

鉄

骨

鉄

筋

コ

ン

ク

リ

ー

ト

造

で

あ

る

建

物

。

以

下

こ

の

号

に

お

い

て

同

じ

。

）

で

あ

る

家

屋

で

あ

る

場

合

に

限

る

。

）

又

は

二

十

年

超

（

当

該

家

屋

が

耐

火

建

築

物

以

外

の

家

屋

で

あ

る

場

合

に

限

る

。

）

の

」

を

「

昭

和

五

十

六

年

十

二

月

三

十

一

日

以

前

に

建

築

さ

れ

た

」

に

改

め

る

。

別

記

第

一

号

様

式

中

「

床
面

積
㎡

を

構
造

造

」

「

床
面

積
㎡

に

改

め

、

- 1 -



」

同

様

式

備

考

中

６

を

削

り

、

７

を

６

と

し

、

８

を

７

と

し

、

９

を

８

と

す

る

。

付

則

（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

こ

の

規

則

の

施

行

の

際

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都

北

区

住

宅

用

家

屋

証

明

事

務

施

行

規

則

別

記

第

一

号

様

式

の

規

定

に

よ

り

調

製

し

た

用

紙

で

、

現

に

残

存

す

る

も

の

に

つ

い

て

は

、

所

要

の

修

正

を

加

え

、

な

お

使

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

- 2 -



東

京

都

北

区

災

害

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

十

六

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

二

号

東

京

都

北

区

災

害

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

災

害

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

（

昭

和

四

十

年

八

月

東

京

都

北

区

規

則

第

三

十

六

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

一

号

中

「

政

策

経

営

部

長

」

を

「

技

監

、

政

策

経

営

部

長

」

に

、

「

健

康

福

祉

部

長

」

を

「

福

祉

部

長

、

健

康

部

長

」

に

、

「

ま

ち

づ

く

り

部

十

条

・

王

子

ま

ち

づ

く

り

推

進

担

当

部

長

」

を

「

ま

ち

づ

く

り

部

都

市

拠

点

デ

ザ

イ

ン

担

当

部

長

、

ま

ち

づ

く

り

部

鉄

道

駅

関

連

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

担

当

部

長

」

に

改

め

、

「

、

教

育

委

員

会

事

務

局

教

育

振

興

部

教

育

環

境

調

整

担

当

部

長

」

を

削

り

、

同

条

第

三

号

中

「

必

要

が

あ

る

と

認

め

た

と

き

は

、

区

に

勤

務

す

る

職

員

の

う

ち

か

ら

本

部

員

を

指

名

す

る

」

を

「

次

に

掲

げ

る

者

の

う

ち

か

ら

本

部

員

を

任

命

す

る

」

に

改

め

、

同

号

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

イ

王

子

消

防

署

長

ロ

赤

羽

消

防

署

長

ハ

滝

野

川

消

防

署

長

ニ

イ

か

ら

ハ

ま

で

に

掲

げ

る

者

が

指

名

す

る

消

防

吏

員

ホ

北

区

の

職

員

別

表

第

一

災

対

健

康

福

祉

部

（

災

対

医

療

衛

生

部

を

除

く

健

康

福

祉

部

）

の

部

中

「

災

対

健

康

福

祉

部

（

災

対

医

療

衛

生

部

を

除

く

健

康

福

祉

部

）

」

を

「

災

対

福

祉

部

」

に

、

同

部

６

の

項

中

- 1 -



「

健

康

福

祉

部

」

を

「

福

祉

部

」

に

改

め

、

同

表

災

対

医

療

衛

生

部

（

北

区

保

健

所

、

健

康

福

祉

部

健

康

推

進

課

王

子

・

赤

羽

・

滝

野

川

健

康

支

援

セ

ン

タ

ー

）

の

部

中

「

、

健

康

福

祉

部

健

康

推

進

課

王

子

・

赤

羽

・

滝

野

川

健

康

支

援

セ

ン

タ

ー

」

を

「

及

び

健

康

部

」

に

改

め

、

同

部

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

そ

の

他

北

区

保

健

所

及

び

健

康

部

の

所

管

に

関

す

る

こ

と

。

10

別

表

第

二

中

「

政
策

経
営

部
長

」

を

「

技
監

に

、

「

健
康

福
祉

部
長

」

を

「

福
祉

政
策

経
営

部
長

」

健
康

部
長

「

ま
ち

づ
く

り
部

部
長

」

に

、

「

ま
ち

づ
く

り
部

十
条

・
王

子
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

部
長

」

を

ま
ち

づ
く

り
部

都

市
拠

点
デ

ザ
イ

ン
担

当
部

長

「

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

振
興

部
長

鉄
道

駅
関

連
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
部

長

」

に

、

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

振
興

部
教

育
環

境
調

整
担

当
部

長

」

を

「

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

振
興

部
長

」

に

、

「

災
対

健
康

福
祉

部

［

災
対

医

療
衛

生
部

を
除

く
健

康
福

祉
部

］

」

を

「

災
対

福
祉

部

［

福
祉

部

］

」

に

、

「

健
康

福
祉

部
健

康

推
進

課
王

子
・

赤
羽

・
滝

野
川

健
康

支
援

セ
ン

タ
ー

」

を

「

健
康

部

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 2 -



東

京

都

北

区

震

災

復

興

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

十

六

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

三

号

東

京

都

北

区

震

災

復

興

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

震

災

復

興

本

部

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

六

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

四

条

第

一

項

中

「

政

策

経

営

部

長

」

を

「

技

監

、

政

策

経

営

部

長

」

に

、

「

健

康

福

祉

部

長

」

を

「

福

祉

部

長

、

健

康

部

長

」

に

、

「

ま

ち

づ

く

り

部

十

条

・

王

子

ま

ち

づ

く

り

推

進

担

当

部

長

」

を

「

ま

ち

づ

く

り

部

都

市

拠

点

デ

ザ

イ

ン

担

当

部

長

、

ま

ち

づ

く

り

部

鉄

道

駅

関

連

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

担

当

部

長

」

に

改

め

、

「

、

教

育

委

員

会

事

務

局

教

育

振

興

部

教

育

環

境

調

整

担

当

部

長

」

を

削

る

。

別

表

第

一

復

興

健

康

福

祉

部

（

復

興

医

療

衛

生

部

を

除

く

健

康

福

祉

部

）

の

部

中

「

復

興

健

康

福

祉

部

（

復

興

医

療

衛

生

部

を

除

く

健

康

福

祉

部

）

」

を

「

復

興

福

祉

部

」

に

改

め

、

同

部

の

10

項

中

「

健

康

福

祉

部

」

を

「

福

祉

部

」

に

改

め

、

同

表

復

興

医

療

衛

生

部

（

北

区

保

健

所

、

健

康

福

祉

部

健

康

推

進

課

王

子

・

赤

羽

・

滝

野

川

健

康

支

援

セ

ン

タ

ー

）

の

部

中

「

、

健

康

福

祉

部

健

康

推

進

課

王

子

・

赤

羽

・

滝

野

川

健

康

支

援

セ

ン

タ

ー

」

を

「

及

び

健

康

部

」

に

改

め

、

同

部

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

９

そ

の

他

北

区

保

健

所

及

び

健

康

部

の

所

管

に

関

す

る

こ

と

。

別

表

第

二

中

「

政
策

経
営

部
長

」

を

「

技
監

に

、

「

健
康

福
祉

部
長

」

を

「

福
祉

政
策

経
営

部
長

」
健

康

- 1 -



部
長

「

ま
ち

づ
く

り
部

部
長

」

に

、

「

ま
ち

づ
く

り
部

十
条

・
王

子
ま

ち
づ

く
り

推
進

担
当

部
長

」

を

ま
ち

づ
く

り
部

都

市
拠

点
デ

ザ
イ

ン
担

当
部

長

「

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

振
興

部
長

鉄
道

駅
関

連
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
担

当
部

長

」

に

、

教
育

委
員

会
事

務
局

教
育

振
興

部
教

育
環

境
調

整
担

当
部

長

」

を

「
教

育
委

員
会

事
務

局
教

育
振

興
部

長

」

に

、

「

復
興

健
康

福
祉

部

［

復
興

医

療
衛

生
部

を
除

く
健

康
福

祉
部

］

」

を

「

復
興

福
祉

部

［

福
祉

部

］

」

に

、

「

健
康

福
祉

部
健

康

推
進

課
王

子
・

赤
羽

・
滝

野
川

健
康

支
援

セ
ン

タ

ー

」

を

「

健
康

部

」

に

改

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 2 -



東

京

都

北

区

国

民

保

護

対

策

本

部

及

び

緊

急

対

処

事

態

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

十

六

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

四

号

東

京

都

北

区

国

民

保

護

対

策

本

部

及

び

緊

急

対

処

事

態

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

国

民

保

護

対

策

本

部

及

び

緊

急

対

処

事

態

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

（

平

成

十

九

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

九

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

国

民

保

護

健

康

福

祉

部

（

国

民

保

護

医

療

衛

生

部

を

除

く

健

康

福

祉

部

）

の

部

中

「

国

民

保

護

健

康

福

祉

部

（

国

民

保

護

医

療

衛

生

部

を

除

く

健

康

福

祉

部

）

」

を

「

国

民

保

護

福

祉

部

」

に

、

「

健

康

福

祉

部

長

」

を

「

福

祉

部

長

」

に

改

め

、

同

部

５

の

項

中

「

健

康

福

祉

部

」

を

「

福

祉

部

」

に

改

め

、

同

表

国

民

保

護

医

療

衛

生

部

（

北

区

保

健

所

、

健

康

福

祉

部

副

参

事

の

う

ち

本

部

長

が

指

名

す

る

者

及

び

健

康

推

進

課

王

子

・

赤

羽

・

滝

野

川

健

康

支

援

セ

ン

タ

ー

）

の

部

中

「

、

健

康

福

祉

部

副

参

事

の

う

ち

本

部

長

が

指

名

す

る

者

及

び

健

康

推

進

課

王

子

・

赤

羽

・

滝

野

川

健

康

支

援

セ

ン

タ

ー

」

を

「

及

び

健

康

部

」

に

改

め

、

同

部

の

項

中

「

北

区

保

健

所

」

11

の

下

に

「

及

び

健

康

部

」

を

加

え

る

。

別

表

第

二

中

「

国
民

保
護

健
康

福
祉

部

「

国
民

保
護

福
祉

部

（

国
民

保
護

医
療

衛
生

部
を

除
く

健
康

福
祉

部

）

」

を

（

福
祉

部

）

」

に

、

「

健
康

福
祉

部
副

参
事

の
う

ち
本

部
長

が
指

名
す

る
者

及
び

健
康

推
進

課
王

子
・

赤
羽

・
、

滝
野

川
健

康
支

援
セ

ン
タ

ー

」

を

「

及
び

健
康

部

」

に

改

め

る

。

付

則

- 1 -



こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 2 -



東

京

都

北

区

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

十

六

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

五

号

東

京

都

北

区

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

東

京

都

北

区

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

等

対

策

本

部

条

例

施

行

規

則

（

平

成

二

十

五

年

三

月

東

京

都

北

区

規

則

第

四

十

五

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

別

表

第

一

中

「

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

健

康

福

祉

部

長

１

健

康

相

談

に

関

す

る

こ

と

。

等

対

策

健

康

福

祉

部

２

医

療

関

係

諸

団

体

と

の

連

絡

調

整

に

関

す

る

こ

と

。

を

３

そ

の

他

健

康

福

祉

部

の

所

管

に

関

す

る

こ

と

。

」

「

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

福

祉

部

長

１

福

祉

部

の

所

管

に

関

す

る

こ

等

対

策

福

祉

部

と

。

新

型

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

健

康

部

長

１

健

康

相

談

に

関

す

る

こ

と

。

に

改

- 1 -



等

対

策

健

康

部

２

医

療

関

係

諸

団

体

と

の

連

絡

調

整

に

関

す

る

こ

と

。

３

そ

の

他

健

康

部

の

所

管

に

関

す

る

こ

と

。

」

め

る

。

別

表

第

二

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

- 2 -



別表第２（第７条関係） 

    
 
   新型インフルエンザ等対策危機管理室 

   （危機管理室） 

    

   新型インフルエンザ等対策政策経営部 

   （政策経営部） 

    

   新型インフルエンザ等対策総務部 

   （総務部） 

    

   新型インフルエンザ等対策地域振興部 

   （地域振興部） 

本部 
   

  新型インフルエンザ等対策区民部 

   （区民部） 

    

   新型インフルエンザ等対策生活環境部 

   （生活環境部） 

    

   新型インフルエンザ等対策福祉部 

   （福祉部） 

    

   新型インフルエンザ等対策健康部 

   （健康部） 

    

   新型インフルエンザ等対策北区保健所 

   （北区保健所） 

    

   新型インフルエンザ等対策まちづくり部 

   （まちづくり部） 

    

   新型インフルエンザ等対策土木部 

   （土木部） 

    

   新型インフルエンザ等対策会計管理室 

   （会計管理室） 

    

   新型インフルエンザ等対策教育委員会事務局教育振興部 

   （教育委員会事務局教育振興部） 

    

   新型インフルエンザ等対策教育委員会事務局子ども未来部 

   （教育委員会事務局子ども未来部） 

    

   新型インフルエンザ等対策区議会事務局 

   （区議会事務局） 
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付

則

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

- 4 -



東

京

都

北

区

公

契

約

条

例

施

行

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

二

十

一

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

六

号

東

京

都

北

区

公

契

約

条

例

施

行

規

則

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

公

契

約

条

例

（

令

和

四

年

六

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

一

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

関

し

、

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

用

語

）

第

二

条

こ

の

規

則

で

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

条

例

で

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

（

特

定

公

契

約

の

適

用

を

受

け

な

い

も

の

）

第

三

条

条

例

第

二

条

第

三

号

の

規

則

で

定

め

る

者

は

、

国

、

地

方

公

共

団

体

そ

の

他

特

に

区

長

が

認

め

る

者

と

す

る

。

（

時

間

以

外

の

期

間

に

よ

っ

て

定

め

ら

れ

て

い

る

場

合

等

の

賃

金

等

の

換

算

方

法

）

第

四

条

条

例

第

七

条

第

三

項

後

段

の

賃

金

等

が

時

間

以

外

の

期

間

又

は

出

来

高

払

制

そ

の

他

の

請

負

制

に

よ

っ

て

定

め

ら

れ

て

い

る

と

き

に

お

け

る

当

該

賃

金

等

の

換

算

方

法

に

つ

い

て

は

、

最

低

賃

金

法

施

行

規

則

（

昭

和

三

十

四

年

労

働

省

令

第

十

六

号

）

第

二

条

の

規

定

を

準

用

す

る

。

（

特

定

労

働

者

等

の

労

働

条

件

等

に

関

す

る

事

項

の

報

告

）

第

五

条

条

例

第

九

条

の

規

定

に

よ

る

報

告

は

、

区

長

が

指

定

す

る

日

ま

で

に

労

働

条

件

等

報

告

書

（

別

記

第

一

号

様

式

）

を

区

長

に

提

出

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

２

特

定

受

注

者

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

り

報

告

し

た

事

項

に

変

更

が

あ

っ

た

と

き

は

、

速

や

か

- 1 -



に

変

更

後

の

事

項

を

記

載

し

た

労

働

条

件

等

報

告

書

を

区

長

に

提

出

す

る

も

の

と

す

る

。

（

身

分

証

明

書

）

第

六

条

条

例

第

十

三

条

第

二

項

の

証

明

書

は

、

身

分

証

明

書

（

別

記

第

二

号

様

式

）

と

す

る

。

（

公

表

）

第

七

条

条

例

第

十

六

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

公

表

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

区

の

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

へ

掲

載

す

る

等

の

方

法

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

一

特

定

公

契

約

の

件

名

及

び

特

定

公

契

約

を

締

結

し

た

日

（

指

定

管

理

協

定

に

あ

っ

て

は

、

当

該

指

定

管

理

協

定

に

係

る

公

の

施

設

の

名

称

及

び

指

定

管

理

者

の

指

定

の

日

）

二

特

定

受

注

者

又

は

特

定

受

注

関

係

者

の

氏

名

及

び

住

所

（

法

人

そ

の

他

の

団

体

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

名

称

、

主

た

る

事

務

所

の

所

在

地

及

び

代

表

者

の

氏

名

）

三

特

定

公

契

約

を

解

除

し

た

場

合

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

日

（

指

定

管

理

協

定

に

あ

っ

て

は

、

当

該

指

定

管

理

協

定

に

係

る

指

定

管

理

者

の

指

定

を

取

り

消

し

、

又

は

期

間

を

定

め

て

管

理

の

業

務

の

全

部

若

し

く

は

一

部

の

停

止

を

命

じ

た

日

）

及

び

そ

の

理

由

四

前

三

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

事

項

（

審

議

会

の

庶

務

）

第

八

条

審

議

会

の

庶

務

は

、

総

務

部

契

約

管

財

課

に

お

い

て

処

理

す

る

。

（

委

任

）

第

九

条

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

必

要

な

事

項

は

、

区

長

が

別

に

定

め

る

。
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付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

五

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

四

条

及

び

第

八

条

の

規

定

は

、

令

和

四

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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第１号様式（第５条関係） 

労働条件等報告書 

東京都北区長 殿 

 東京都北区公契約条例に基づき、契約（指定管理協定）名：                

（契約番号：     ）の履行に当たり、労働条件等に関する事項を報告します。 

 

 □以下の①～⑬の全項目を既に満たしていることを確認しました。 

 □改善事項に記載した項目は、現在は実施できておりません。そのため、改善対応欄のとお

り改善に向けての対応を行います。 

 

  年  月  日 

住所 又は 所在地 

商号 又は 名称 

代表者名又は氏名 

 

①労働者に対し、雇用契約書等により、労働基準法に定める労働条件等（労働時間、賃金等）

を書面で明示している。 

②労働者に対して就業規則を周知しており、労働基準監督署に届け出ている。 

③時間外及び休日の労働に関する協定(３６協定)を締結し、労働基準監督署に届け出ている。 

④労働時間は、適正に管理している。 

⑤賃金等は、決められた日に支給している。 

⑥当該年度の労働報酬下限額を確認しており、労働報酬下限額以上の賃金等を支給している。 

⑦労働者名簿、賃金台帳及び出勤簿を作成し、適正に管理している。 

⑧労働者災害補償保険に適正に加入している。 

⑨雇用保険に適正に加入している。 

⑩健康保険に適正に加入している。 

⑪厚生年金に適正に加入している。 

⑫常時使用する労働者に、1 年に 1 回以上、健康診断を実施している。 

⑬下請業者等に本契約が特定公契約であること及び東京都北区公契約条例の趣旨、遵守すべき

事項等を周知している（下請等を行う場合に限る。）。 

 

改善事項 

項目 改善対応 
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第２号様式（第６条関係） 

（表） 

身 分 証 明 書 

 

職 名 

氏 名 

生年月日 

 

上記の者は、東京都北区公契約条例第 1３条第１項に規定する行為を行う権限を有する者

であることを証明します。 

発行年月日   年  月  日 

有 効 期 限  年  月  日 

                      東京都北区長       印 

 

 

（裏） 

 

東京都北区公契約条例（抜粋） 

 

（報告の徴収等及び立入調査） 

第 1３条 区長は、第１１条の規定による申出があったとき、又はこの条例に定める事項の

遵守の状況を確認するため必要があると認めるときは、特定受注者若しくは特定受注関係

者に対し必要な報告若しくは資料の提出を求め、又はその職員に特定受注者若しくは特定

受注関係者の事業所等へ立ち入り、特定労働者等の労働条件が分かる書類その他の物件を

調査させ、若しくは関係者に質問させることができる。 

２ 前項の規定により立入調査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、関係者の請

求があったときは、これを提示しなければならない。 

 

 

写真 
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東

京

都

北

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

日

等

を

定

め

る

規

則

を

廃

止

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

令

和

四

年

六

月

二

十

一

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

七

号

東

京

都

北

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

日

等

を

定

め

る

規

則

を

廃

止

す

る

規

則

東

京

都

北

区

立

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

条

例

付

則

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

日

等

を

定

め

る

規

則

（

令

和

二

年

十

一

月

東

京

都

北

区

規

則

第

六

十

八

号

）

は

、

廃

止

す

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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東

京

都

北

区

公

共

の

場

所

に

お

け

る

客

引

き

行

為

等

の

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

を

公

布

す

る

。令

和

四

年

六

月

二

十

三

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

八

号

東

京

都

北

区

公

共

の

場

所

に

お

け

る

客

引

き

行

為

等

の

防

止

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則

（

趣

旨

）

第

一

条

こ

の

規

則

は

、

東

京

都

北

区

公

共

の

場

所

に

お

け

る

客

引

き

行

為

等

の

防

止

に

関

す

る

条

例

（

令

和

四

年

六

月

東

京

都

北

区

条

例

第

二

十

二

号

。

以

下

「

条

例

」

と

い

う

。

）

の

施

行

に

つ

い

て

必

要

な

事

項

を

定

め

る

も

の

と

す

る

。

（

用

語

）

第

二

条

こ

の

規

則

で

使

用

す

る

用

語

の

意

義

は

、

条

例

で

使

用

す

る

用

語

の

例

に

よ

る

。

（

客

引

き

行

為

等

防

止

特

定

地

区

の

指

定

等

に

係

る

告

示

）

第

三

条

条

例

第

九

条

第

二

項

の

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

と

す

る

。

一

指

定

し

た

客

引

き

行

為

等

防

止

特

定

地

区

（

以

下

「

特

定

地

区

」

と

い

う

。

）

の

名

称

二

指

定

の

効

力

が

生

ず

る

日

２

条

例

第

九

条

第

四

項

に

お

い

て

準

用

す

る

同

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

告

示

す

る

事

項

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

と

す

る

。

一

区

域

を

変

更

し

、

又

は

指

定

を

解

除

す

る

特

定

地

区

の

名

称

二

区

域

の

変

更

又

は

指

定

の

解

除

の

効

力

が

生

ず

る

日

（

客

引

き

行

為

等

防

止

推

進

員

）

第

四

条

条

例

第

十

条

第

二

項

に

規

定

す

る

客

引

き

行

為

等

防

止

推

進

員

（

以

下

「

推

進

員

」

と
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い

う

。

）

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

に

も

該

当

し

、

か

つ

、

区

長

が

適

任

と

認

め

る

者

と

す

る

。

一

区

内

に

居

住

し

、

在

勤

し

、

又

は

在

学

す

る

者

二

地

域

活

動

団

体

か

ら

推

薦

を

受

け

た

者

２

推

進

員

の

指

定

期

間

は

二

年

以

内

と

し

、

再

任

を

妨

げ

な

い

。

３

推

進

員

は

、

特

定

地

区

に

お

い

て

、

条

例

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

導

を

口

頭

に

よ

り

行

う

。

４

推

進

員

は

、

指

導

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

北

区

客

引

き

行

為

等

防

止

推

進

員

証

（

別

記

第

一

号

様

式

）

を

携

帯

し

、

関

係

人

の

請

求

が

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

５

推

進

員

は

、

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

こ

と

と

な

っ

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

、

北

区

客

引

き

行

為

等

防

止

推

進

員

証

を

区

長

に

返

納

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

推

進

員

の

任

期

が

満

了

し

た

と

き

。

二

推

進

員

の

指

定

を

解

除

さ

れ

た

と

き

。

三

推

進

員

を

辞

退

し

た

と

き

。

６

区

長

は

、

推

進

員

が

次

の

各

号

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

に

至

っ

た

と

き

は

、

指

定

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

心

身

の

故

障

の

た

め

、

推

進

員

と

し

て

の

活

動

に

支

障

が

あ

り

、

又

は

こ

れ

に

堪

え

な

い

と

き

。

- 2 -



二

推

進

員

と

し

て

の

信

用

を

失

墜

さ

せ

、

活

動

に

著

し

く

支

障

を

き

た

し

た

と

き

。

７

区

長

は

、

推

進

員

に

対

し

、

必

要

な

知

識

及

び

技

能

の

向

上

を

図

る

た

め

、

必

要

に

応

じ

て

研

修

を

実

施

す

る

も

の

と

す

る

。

（

客

引

き

行

為

等

防

止

指

導

員

）

第

五

条

条

例

第

十

条

第

二

項

に

規

定

す

る

客

引

き

行

為

等

防

止

指

導

員

（

以

下

「

指

導

員

」

と

い

う

。

）

は

、

区

長

が

委

託

す

る

客

引

き

行

為

等

の

防

止

を

目

的

と

す

る

業

務

に

従

事

す

る

者

と

す

る

。

２

指

導

員

は

、

条

例

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

導

を

口

頭

に

よ

り

行

う

。

３

指

導

員

は

、

指

導

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

北

区

客

引

き

行

為

等

防

止

指

導

員

証

（

別

記

第

二

号

様

式

）

を

携

帯

し

、

関

係

人

の

請

求

が

あ

る

と

き

は

、

こ

れ

を

提

示

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

指

導

）

第

六

条

条

例

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

導

（

前

二

条

の

規

定

に

よ

る

指

導

を

除

く

。

）

は

、

口

頭

又

は

指

導

書

（

別

記

第

三

号

様

式

）

及

び

指

導

書

交

付

控

（

別

記

第

四

号

様

式

）

を

作

成

し

、

指

導

書

交

付

控

に

当

該

指

導

の

相

手

方

の

署

名

を

求

め

た

上

で

、

指

導

書

を

相

手

方

に

交

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

。

（

警

告

）

第

七

条

条

例

第

十

一

条

の

規

定

に

よ

る

警

告

は

、

警

告

書

（

別

記

第

五

号

様

式

）

及

び

警

告

書
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交

付

控

（

別

記

第

六

号

様

式

）

を

作

成

し

、

警

告

書

交

付

控

に

当

該

警

告

の

相

手

方

の

署

名

を

求

め

た

上

で

、

警

告

書

を

相

手

方

に

交

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

。

（

勧

告

）

第

八

条

条

例

第

十

二

条

の

規

定

に

よ

る

勧

告

は

、

勧

告

書

（

別

記

第

七

号

様

式

）

及

び

勧

告

書

交

付

控

（

別

記

第

八

号

様

式

）

を

作

成

し

、

勧

告

書

交

付

控

に

当

該

勧

告

の

相

手

方

の

署

名

を

求

め

た

上

で

、

勧

告

書

を

相

手

方

に

交

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

う

。

（

違

反

行

為

の

撮

影

）

第

九

条

区

長

は

、

条

例

第

十

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

指

導

、

条

例

第

十

一

条

の

規

定

に

よ

る

警

告

又

は

条

例

第

十

二

条

の

規

定

に

よ

る

勧

告

を

行

う

に

当

た

っ

て

は

、

当

該

違

反

行

為

を

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

そ

の

他

の

機

器

を

用

い

て

撮

影

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

公

表

事

項

等

）

第

十

条

条

例

第

十

四

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

公

表

（

以

下

「

公

表

」

と

い

う

。

）

は

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

北

区

役

所

門

前

掲

示

板

へ

の

掲

示

そ

の

他

の

方

法

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

一

公

表

を

開

始

す

る

日

及

び

公

表

す

る

期

間

二

勧

告

を

受

け

た

者

の

氏

名

及

び

住

所

（

法

人

に

あ

っ

て

は

、

そ

の

名

称

、

所

在

地

及

び

代

表

者

の

氏

名

）

三

違

反

行

為

に

関

連

す

る

営

業

所

名

及

び

当

該

営

業

所

の

所

在

地

四

違

反

行

為

の

内

容

及

び

正

当

な

理

由

な

く

勧

告

に

従

わ

な

か

っ

た

旨
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五

前

各

号

に

掲

げ

る

も

の

の

ほ

か

、

区

長

が

特

に

必

要

が

あ

る

と

認

め

た

事

項

（

意

見

陳

述

の

機

会

の

付

与

）

第

十

一

条

区

長

は

、

条

例

第

十

四

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

意

見

の

聴

取

を

行

う

と

き

は

、

当

該

聴

取

を

さ

れ

る

べ

き

者

に

対

し

、

次

項

に

規

定

す

る

意

見

陳

述

ま

で

に

相

当

の

期

間

を

お

い

て

、

次

に

掲

げ

る

事

項

を

記

載

し

た

公

表

通

知

書

（

別

記

第

九

号

様

式

）

に

よ

り

通

知

す

る

も

の

と

す

る

。

一

公

表

し

よ

う

と

す

る

事

項

二

公

表

の

根

拠

と

な

る

条

例

の

条

項

三

公

表

の

原

因

と

な

る

事

実

２

前

項

の

規

定

に

よ

る

通

知

を

受

け

た

者

は

、

公

表

さ

れ

よ

う

と

す

る

事

項

に

つ

き

、

書

面

又

は

口

頭

に

よ

り

意

見

を

述

べ

る

こ

と

が

で

き

る

。

３

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

口

頭

の

意

見

が

述

べ

ら

れ

た

と

き

は

、

そ

の

者

の

陳

述

の

要

旨

を

記

載

し

た

意

見

陳

述

聴

取

書

（

別

記

第

十

号

様

式

）

を

作

成

す

る

も

の

と

す

る

。

（

店

舗

場

所

の

提

供

者

へ

の

通

知

）

第

十

二

条

条

例

第

十

五

条

の

規

定

に

よ

る

通

知

は

、

店

舗

場

所

提

供

者

通

知

書

（

別

記

第

十

一

号

様

式

）

に

よ

り

行

う

も

の

と

す

る

。

（

過

料

）

第

十

三

条

区

長

は

、

条

例

第

十

九

条

又

は

第

二

十

条

の

規

定

に

よ

り

過

料

を

科

そ

う

と

す

る

と
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き

は

、

告

知

・

弁

明

書

（

別

記

第

十

二

号

様

式

）

に

よ

り

、

当

該

過

料

を

科

さ

れ

る

べ

き

者

に

対

し

、

あ

ら

か

じ

め

告

知

し

、

弁

明

の

機

会

を

付

与

す

る

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

区

長

は

、

告

知

・

弁

明

書

交

付

控

（

別

記

第

十

三

号

様

式

）

に

告

知

・

弁

明

書

を

受

領

し

た

旨

の

署

名

を

求

め

る

も

の

と

す

る

。

２

区

長

は

、

前

項

の

規

定

に

よ

る

手

続

の

後

に

お

い

て

過

料

を

科

す

る

と

き

は

、

過

料

処

分

通

知

書

（

別

記

第

十

四

号

様

式

）

を

交

付

す

る

も

の

と

す

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

区

長

は

、

当

該

過

料

を

科

さ

れ

る

べ

き

者

に

対

し

、

過

料

処

分

通

知

書

交

付

控

（

別

記

第

十

五

号

様

式

）

に

過

料

処

分

通

知

書

を

受

領

し

た

旨

の

署

名

を

求

め

る

も

の

と

す

る

。

３

前

項

後

段

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

区

長

は

、

郵

送

そ

の

他

の

手

段

に

よ

り

、

過

料

処

分

通

知

書

の

受

領

が

確

認

で

き

る

場

合

は

、

過

料

通

知

書

交

付

控

に

過

料

処

分

通

知

書

を

受

領

し

た

旨

の

署

名

を

求

め

る

こ

と

を

省

略

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

委

任

）

第

十

四

条

こ

の

規

則

に

定

め

る

も

の

の

ほ

か

、

こ

の

規

則

の

施

行

に

関

し

必

要

な

事

項

は

、

区

長

が

別

に

定

め

る

。

付

則

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

六

条

か

ら

第

十

三

条

ま

で

の

規

定

は

、

同

年

十

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。
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第１号様式（第４条関係） 

 

 

                                  （表） 

                           № 

 北区客引き行為等防止推進員証 

         

            氏名                （顔写真） 

       指定期間   年  月  日まで 

       上記の者は、北区客引き行為等防止推進員であることを証明 

する。 

           年  月  日発行 

 

            東京都北区長                 印 

 

 

 

 

                  （裏） 

      注意事項 

      １ 北区客引き行為等防止推進員（以下「推進員」という。） 

は、その職務に当たり本証を携帯し、関係人の請求があると 

きは、これを提示しなければならない。 

      ２ 推進員は、東京都北区公共の場所における客引き行為等の 

       防止に関する条例に規定された、特定地区においてその職務 

       に当たるものとする。 

      ３ 本証は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

      ４ 本証を紛失したときは、速やかに届け出なければならな 

       い。 

      ５ 推進員は指定を解除されたときは、遅滞なく本証を返納し 

なければならない。 
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第２号様式（第５条関係） 

 

 

                                  （表） 

                           № 

 北区客引き行為等防止指導員証 

         

            氏名                （顔写真） 

       

       上記の者は、北区客引き行為等防止指導員であることを証明 

する。 

           年  月  日発行 

 

            東京都北区長                 印 

 

 

 

 

                  （裏） 

      注意事項 

      １ 北区客引き行為等防止指導員（以下「指導員」という。） 

は、その職務に当たり本証を携帯し、関係人の請求があると 

きは、これを提示しなければならない。 

      ２ 指導員は、区内全域においてその職務に当たるものとする。 

      ３ 本証は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

      ４ 本証を紛失したときは、速やかに届け出なければならな 

       い。 
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第３号様式（第６条関係） 

北  第  号 

年  月  日 

 

指  導  書 

 

住  所 （ 所 在 地 ）  

氏  名 （ 法 人 名 ）                        様 

生 年 月 日     年   月   日（   歳） 

違反行為に関係する店舗名  

違 反 行 為 の 内 容  

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する

条例 

 □ 第 7 条第 1 項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

 □ 第 8 条第 1 項（客引き行為等を用いた営業をした） 

違 反 日 時     年  月  日   時  分頃 

違 反 場 所  北区 

 

あなたは、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例に違反

する上記の行為をしているため、直ちに当該違反行為を中止するよう、同条例第 10

条第１項の規定に基づき指導します。 

 

   東京都北区長      印 

 

 

留意事項 

１ 本指導後にあなたが更に違反行為を行った場合は、東京都北区公共の場所における客引き行為

等の防止に関する条例第 11 条の規定に基づく警告の対象となります。 

２ １の警告に従わず、更に違反行為を行った場合は、同条例第 12 条の規定に基づく勧告の対象

となります。 

３ ２の勧告に従わず、更に違反行為を行った場合は、同条例第 14 条第１項の規定に基づく公表

並びに同条例第 19 条第１号及び第 20 条の規定に基づく過料の対象となります。 

４ 本指導に関し、必要があると認めた場合には、同条例第 13 条第１項の規定に基づき、あなた

に対し報告を求める場合があります。 

５ ４の求めに対し、必要な報告をしなかった場合及び虚偽の報告をした場合には、同条例第 19

条第２号の規定に基づく過料の対象となります。 

６ あなたが雇用され、業務として上記違反行為を行った場合は、当該雇用者に対し、本指導を受

けたことを必ず知らせてください。 
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第４号様式（第６条関係） 

 

年  月  日 

 

  指 導 書 交 付 控 

 

住  所 （ 所 在 地 ）  

氏  名 （ 法 人 名 ）                        様 

生 年 月 日     年   月   日（   歳） 

違反行為に関係する店舗名  

違 反 行 為 の 内 容  

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する

条例 

 □ 第 7 条第 1 項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

 □ 第 8 条第 1 項（客引き行為等を用いた営業をした） 

違 反 日 時     年  月  日   時  分頃 

違 反 場 所  北区 

 

私は、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例において、

上記の規定に違反し、直ちに当該違反行為を中止するよう指導を受けました。 

今後は、違反行為を行いません。 

 

 

違反者署名 

 

 

備考欄 
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第５号様式（第７条関係） 

北  第  号 

年  月  日 

 

警  告  書 

 

住  所 （ 所 在 地 ）  

氏  名 （ 法 人 名 ）                        様 

生 年 月 日     年   月   日（   歳） 

違反行為に関係する店舗名  

違 反 行 為 の 内 容  

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する

条例 

 □ 第 7 条第 1 項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

 □ 第 8 条第 1 項（客引き行為等を用いた営業をした） 

違 反 日 時     年  月  日   時  分頃 

違 反 場 所  北区 

 

あなたは、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例第 10

条第１項の規定に基づく指導を受けたにもかかわらず、上記日時及び場所において依

然として違反行為を行っているので、直ちに当該違反行為を中止するよう、同条例第

11 条の規定に基づき警告します。 

 

  

  東京都北区長      印 

  

留意事項 

１ 本警告後にあなたが更に違反行為を行った場合は、東京都北区公共の場所における客引き行為 

等の防止に関する条例第 12 条の規定に基づく勧告の対象となります。 

２ １の勧告に従わず、更に違反行為を行った場合は、同条例第 14 条第１項の規定に基づく公表

並びに同条例第 19 条第１号及び第 20 条の規定に基づく過料の対象となります。 

３ 本警告に関し、必要があると認めた場合には、同条例第 13 条第１項の規定に基づき、あなた

に対し報告を求める場合があります。 

４ ３の求めに対し、必要な報告をしなかった場合及び虚偽の報告をした場合には、同条例第 19

条第２号の規定に基づく過料の対象となります。 

５ あなたが雇用され、業務として上記違反行為を行った場合は、当該雇用者に対し、本指導を受

けたことを必ず知らせてください。 

  

- 11 -



第６号様式（第７条関係） 

 

年  月  日 

 

警 告 書 交 付 控 

 

住  所 （ 所 在 地 ）  

氏  名 （ 法 人 名 ）                        様 

生 年 月 日     年   月   日（   歳） 

違反行為に関係する店舗名  

違 反 行 為 の 内 容  

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する

条例 

 □ 第 7 条第 1 項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

 □ 第 8 条第 1 項（客引き行為等を用いた営業をした） 

違 反 日 時     年  月  日   時  分頃 

違 反 場 所  北区 

 

私は、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例第 10 条第

１項の規定に基づく指導を受けましたが、上記日時及び場所において依然として違反

行為を行ったため、同条例第 11 条の規定に基づき、直ちに当該違反行為を中止する

よう警告を受けました。 

今後は、違反行為を行いません。 

 

 

 

違反者署名 

 

 

備考欄 
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第７号様式（第８条関係） 

北  第  号 

年  月  日 

 

勧 告 書 

 

住  所 （ 所 在 地 ）  

氏  名 （ 法 人 名 ）                        様 

生 年 月 日     年   月   日（   歳） 

違反行為に関係する店舗名  

違 反 行 為 の 内 容 

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する

条例 

 □ 第 7 条第 1 項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

 □ 第 8 条第 1 項（客引き行為等を用いた営業をした） 

違 反 日 時     年  月  日   時  分頃 

違 反 場 所  北区 

 

あなたは、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例の規定

に違反したため、北区長は、    年  月  日  北  第  号の警告書に

より、同条例第 11 条の規定に基づき、あなたに対して警告を行いましたが、上記日

時及び場所において依然として違反行為を行っているので、同条例第 12 条の規定に

基づき直ちに当該違反行為を中止するよう、勧告します。 

今後、正当な理由なくあなたがこの勧告に従わなかった場合は、同条例第 14 条 

第 1 項の規定に基づき、あなたの氏名等を公表する場合があります。 

また、あなたがこの勧告を受けた後、更に違反行為を行った場合は、同条例 

第 19 条第１号の規定に基づき過料（５万円以下）に処するとともに、あなたが法人

の代表者又は法人若しくは人の代理人、使用人その他の従業者で、当該法人又は人の

業務に関して違反行為を行った場合は、当該法人又は人に対しても、同条例第 20 条

の規定に基づき過料（５万円以下）を科します。 

 

東京都北区長       印 

 

留意事項 

あなたが雇用され、業務として上記違反行為を行った場合は、当該雇用者に対し、本勧告を受け

たことを必ず知らせてください。 

 
  

- 13 -



第８号様式（第８条関係） 

 

年  月  日 

 

勧 告 書 交 付 控 

 

住  所 （ 所 在 地 ）  

氏  名 （ 法 人 名 ）                        様 

生 年 月 日     年   月   日（   歳） 

違反行為に関係する店舗名  

違 反 行 為 の 内 容  

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する

条例 

 □ 第 7 条第 1 項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

 □ 第 8 条第 1 項（客引き行為等を用いた営業をした） 

違 反 日 時     年  月  日   時  分頃 

違 反 場 所  北区 

 

私は、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例の規定に違

反したため、北区長から、    年  月  日  北  第  号の警告書によ

り、同条例第 11 条の規定に基づく警告を受けましたが、上記日時及び場所において

依然として違反行為を行ったため、同条例第 12 条の規定に基づき直ちに当該違反行

為を中止するよう、勧告を受けました。 

今後は、違反行為を行いません。 

 

 

違反者署名 

 

 

備考欄 
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第９号様式（第 11 条関係） 

北  第  号 

年  月  日 
 

公 表 通 知 書 
 
 

住 所（法人にあっては、所在地） 

氏 名（法人にあっては、名称）      様 
 
 

東京都北区長      印 
 

 

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例第 14条第 1項

の規定に基づき、次のとおり公表します。 

このことについて、同条第２項の規定に基づき、意見を述べる機会を与えます

ので、意見書（任意様式）又は口頭により意見を提出してください。 

 

公 表 す る 事 項  

 

公表の根拠となる  

条 例 の 条 項 

 

公表の原因となる事実 

 

意 見 書 の 提 出 先  

意見書の提出期限   
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第１０号様式（第 11 条関係） 

意 見 陳 述 聴 取 書 

陳 

述 

者 

氏  名  

生年月日  

住  所  

職  業  

勧告を受けた者との関係 本人・代理人（本人との関係      ）  

記録者 所属            氏名            ○印  

立会者 所属            氏名            ○印  

陳  述  内  容 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 私の陳述内容は、以上のとおりで間違いありません。 

 

                 氏名 
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第１１号様式（第 12 条関係） 

北  第  号 

年  月  日 
 

店 舗 場 所 提 供 者 通 知 書 
 
 

住 所（法人にあっては、所在地） 

氏 名（法人にあっては、名称）      様 
 
 

東京都北区長      印 
 
 

あなたが（ 所有 管理 ）している次の（ 土地 建物 ）を店舗の場所として

使用している次の者が、客引き行為等防止特定地区において、 

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例 

□ 第 7条第 1項（客引き行為等をした） 

□ 第 7条第 2項（客引き行為等をさせた） 

□ 第 8条第 1項（客引き行為等を用いた営業をした） 

の規定に違反したため、当該違反行為を中止するよう同条例第 12 条の規定に基づき

勧告を行いましたが、更に違反行為をしたため、同条例第 14 条第１項の規定に基づ

き、その氏名等を公表しました。 

つきましては、同条例第 15 条の規定に基づき、店舗場所提供者に対し、公表され

た違反行為に係る事実を通知します。 

 
 

店 舗 の 場 所 と し て 

使用されている土地・建物 

 

店 舗 の 場 所 と し て 

使 用 し て い る 者 

 

公 表 さ れ た 事 項 

 

問 合 せ 先 
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第１２号様式（第 13 条関係） 

北  第  号 

年  月  日 
 

告 知 ・ 弁 明 書 
 

住 所（法人にあっては、所在地） 

氏 名（法人にあっては、名称）          様 
 

 東京都北区長      印 
 
 
（ あなた 次の違反者 ）が行った違反行為は、東京都北区公共の場所における客

引き行為等の防止に関する条例（ 第 19 条第 号 第 20 条 ）の規定に基づく過料処
分の対象となります。 
よって、この処分に先立ち、弁明の機会を付与します。 

 

違  反  者  

違 反 日 時   

違 反 場 所   

違 反 内 容   

弁明の機会の付与の方式 弁明書の提出 

弁 明 書 の 提 出 先   

弁 明 書 の 提 出 期 限   

 
年  月  日 

北区長 宛て 
 

以下のとおり、弁明書を提出します。 
 
       住 所（法人にあっては、所在地） 

       氏 名（法人にあっては、名称）                         

弁明の内容 
 

□告知のとおり認め、弁明することはありません。 

□次のとおり弁明します。 

 

 

 
 
□弁明書の提出期限までに、別の形式により弁明書を提出します。 

備考 この弁明書以外の形式で弁明書を提出する場合は、次の事項を記載した書面により提出してく

ださい。 

１ 提出する方の氏名及び住所（法人にあっては、名称及び所在地） 

２ 弁明に係る件名（不利益処分の内容等） 

３ 弁明の内容 
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第１３号様式（第 13 条関係） 

年  月  日 
 

告知・弁明書交付控 
 

住 所（法人にあっては、所在地） 

氏 名（法人にあっては、名称）          様 
 

東京都北区長      印 
 
 
（ あなた 次の違反者 ）が行った違反行為は、東京都北区公共の場所における客

引き行為等の防止に関する条例（ 第 19 条第 号 第 20 条 ）の規定に基づく過料処
分の対象となります。 
よって、この処分に先立ち、弁明の機会を付与します。 

 

違  反  者  

違 反 日 時   

違 反 場 所   

違 反 内 容   

弁明の機会の付与の方式 弁明書の提出 

弁 明 書 の 提 出 先   

弁 明 書 の 提 出 期 限   

 
年  月  日 

北区長 宛て 
 

以下のとおり、弁明書を提出します。 
 
       住 所（法人にあっては、所在地）   

       氏 名（法人にあっては、名称）    

弁明の内容 
 

□告知のとおり認め、弁明することはありません。 

□次のとおり弁明します。 

 

 

 
 
□弁明書の提出期限までに、別の形式により弁明書を提出します。 

 

上記のとおり告知・弁明書の交付を受け、これを受領しました。 

違反者署名 
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第１４号様式（第 13 条関係） 

北  第  号 

年  月  日 
 

過 料 処 分 通 知 書 
 
 
住 所（法人にあっては、所在地） 

氏 名（法人にあっては、名称）          様 
 
 
 

東京都北区長      印  

 

 

東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例（ 第 19 条 号 

第 20 条 ）の規定に基づき、次のとおり過料に処します。 

よって、別に交付する納入通知書又はこの場で現金により納付してください。 
 

過  料             円 

違反行為  

違 反 者 
 

処分事由 上記違反行為のため 

 
不服申立て及び取消訴訟について 
 
注１ この処分に不服がある場合には、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 3 か月

以内に、北区長に対して審査請求をすることができます（なお、この処分があったことを知った
日の翌日から起算して 3 か月以内であっても、この処分の日の翌日から起算して 1 年を経過する
と審査請求をすることができなくなります。）。 

２ この処分については、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以内に、北
区を被告として（訴訟において北区を代表する者は、北区長となります。）、処分の取消しの訴
えを提起することができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 6 か
月以内であっても、この処分の日の翌日から起算して 1 年を経過すると処分の取り消しの訴えを
提起することができます（なお、この処分があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以
内であっても、この処分の日の翌日から起算して 1 年を経過すると処分の取消しの訴えを提起す
ることができなくなります。）。ただし、上記 1 の審査請求をした場合には、当該審査請求に対
する裁決があったことを知った日の翌日から起算して 6 か月以内に、処分の取消しの訴えを提起
することができます。 
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第１５号様式（第 13 条関係） 

 

年  月  日 
 

過 料 処 分 通 知 書 交 付 控 
 
 
住 所（法人にあっては、所在地） 

氏 名（法人にあっては、名称）    
 
 
 

       

 

 

私は、東京都北区公共の場所における客引き行為等の防止に関する条例 

（ 第 19 条第 号 第 20 条 ）の規定に基づき、次のとおり過料処分の対象となり、

北区長から過料処分通知書を受領しました。 
 

過  料             円 

違反行為  

違 反 者 
 

処分事由 上記違反行為のため 

 
 

被処分者署名 

 

備考欄 
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東
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営
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施
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規
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一

部
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改

正

す

る

規

則

を

公
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す

る

。

令

和

四

年

六

月

二

十

四

日

東

京

都

北

区

長

花

川

與

惣

太



東

京

都

北

区

規

則

第

五

十

九

号

東

京

都

北

区

学

童

ク

ラ

ブ

の

運

営

に

関

す

る

条

例

施

行

規

則
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一
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を
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す

る

規

則

東

京

都

北

区

学
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ク

ラ
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す

る

条
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施

行
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（

平
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十
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東

京
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北

区

規

則

第

二
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五

号

）

の

一
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を

次
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よ
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に

改

正

す

る

。

第

四
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第
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中

「

勤

務

証

明

書

」

を

「

就

労

証

明

書

」

に

改

め

る

。

別

表

第

一

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

一

及

び

東
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都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

二
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項

中

「

五

〇

」
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四

〇
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に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

三

の

項

中

「

四

五

」

を

「

四

〇

」

に

改

め

、

同

表

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

五

の

項

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ
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六

四

〇

別

表

第

二

東

京

都

北

区

王
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っ
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ク

ラ

ブ

第

五
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の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

東

京

都

北

区

王

子

っ

子

ク

ラ

ブ

第

六

別

記

第

六

号

様

式

の
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中

「

勤
務

証
明

書

」

を

「

就
労
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書

」

に

改

め

る

。

付

則

- 1 -



（

施

行

期

日

）

１

こ

の

規

則

は

、

令

和

四

年

九

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、
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条

第

一

項

及

び

別

記
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六

号

様

式

の
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の

改

正

規

定

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

（

経

過

措

置

）

２

別

記

第

六

号

様

式

の

二

の

改

正

規

定

の

施

行

の

際

、

当

該

改

正

規

定

に

よ

る

改

正

前

の

東

京

都
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学
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り

調

製

し
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、

現

に
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す
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つ
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、
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